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　人
じ ん

類
る い

の誕
た ん

生
じょう

は今から約 400 万年前と言われていますが、日本列島で生活

が営まれるのは約 3.6 万年前の旧石器時代の終わり頃です。石器時代は、

狩
し ゅ

猟
りょう

・漁
ぎ ょ

労
ろ う

や植物性食物の採
さ い

取
し ゅ

をして生活する段階で、打
だ

製
せ い

の石器が専
もっぱ

ら

用いられた旧石器時代と、弓矢と土器が使用されて以降の縄文時代に分け

られます。

　旧石器時代の遺跡は、市内には三
み

沢
さ わ

西
に し

原
は ら

遺跡があり、槍
や り

先
さ き

にあたるナイ

フ形石器と木
こ の

葉
は

形
が た

尖
せ ん

頭
と う

器
き

が発見されています。また、石
い し

焼
や き

料理の痕
こ ん

跡
せ き

と考

えられる礫
れ き

を集めた状況も確認されるなど、獣
けもの

を追い移動生活をする人々

の、短
た ん

期
き

的
て き

な滞
た い

在
ざ い

地
ち

であったと考えられています。

　縄文時代は、約 13,000 年前から 10,000 年間近く続きました。土器は、

縄目の文様が多く施されるため縄文土器と呼ばれます。市内の三沢西原遺

跡と石
い し

畑
ばたけ

遺跡では竪
た て

穴
あ な

建
た て

物
も の

跡
あ と

が発見され、縄文土器の他に石
せ き

鏃
ぞ く

・石
せ き

斧
ふ

・

石
い し

皿
ざ ら

など多くの石器が出土しました。この２遺跡は、定
て い

住
じゅう

性
せ い

の高い村で

あったと考えられます。

年表 （事務局作成）

　１　旧石器 ・縄文時代

 自然の中で生きた石器時代人と菊川

縄文時代

旧石器 ・縄文時代

旧石器時代

菊川市役所

中央公民館

石畑遺跡

三沢西原遺跡

写真１　旧石器時代の槍先　　　
　 　　　　　（三沢西原遺跡）【地図：P71】
左がナイフ形石器、右が木葉形尖頭器です。
ともに槍先として使用されました。

写真３　縄文時代の矢じり
（久保之谷遺跡）【地図：P70】

弓矢は縄文時代から使用され、すばやい小型の動物や鳥を獲
ることができました。黒曜石や頁岩で作られます。

写真２　縄文土器（左：白岩下遺跡【地図：P70】、右：富士市・浅間林遺跡）
約 12,000 年前に土器が作られるようになり、食べられるものが多くなりました。
縄文時代中期の土器は、豊かな装飾が施されます。

写真４　縄文時代のムラ（浜松市・蜆塚遺跡）
定住がはじまり、大きなムラも営まれます。中央に広場をも
ち、周囲に住居や墓が作られます。環状集落と呼ばれ、貝塚
を伴うムラもあります。

図１　旧石器・縄文時代の遺跡分布
この時代は狩猟をして生活したため、遺跡は見晴らしのよい丘陵や
台地上にあります。
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　稲
い な

作
さ く

は、縄文時代の終わり頃に朝
ちょう

鮮
せ ん

半
は ん

島
と う

から北
ほ く

部
ぶ

九
きゅう

州
しゅう

に伝わり、関
か ん

西
さ い

地方では紀元前数百年頃には水田稲作が開始されました。弥生時代は、本

格的な稲作の始まりと金属器の使用を特徴としますが、静岡県内での弥生

時代の開始は、だいぶ遅れ紀元前２～１世紀頃です。

　市内には水田稲作を本格的に始めた初期の遺跡として、嶺
み ね

田
だ

遺跡や宮
み や

ノ
の

西
に し

遺跡があります。白
し ら

岩
い わ

遺跡からは紀元前１世紀頃の木
も く

製
せ い

農
の う

工
こ う

具
ぐ

と、それ

を加
か

工
こ う

するための石
せ き

製
せ い

工
こ う

具
ぐ

類
る い

が発見され、本格的な水田稲作が行われてい

たことが分かります。

　川
か わ

田
だ

・
・

東
ひがし

原
は ら

田
だ

遺跡は紀元前後の大
だ い

規
き

模
ぼ

集
しゅう

落
ら く

で、多くの竪
た て

穴
あ な

建
た て

物
も の

跡
あ と

・平
へ い

地
ち

式
し き

住
じゅう

居
き ょ

跡
あ と

・独
ど く

立
り つ

棟
む な

持
も ち

柱
ばしら

建
た て

物
も の

跡
あ と

・方
ほ う

形
け い

周
しゅう

溝
こ う

墓
ぼ

が発見されました。白岩遺

跡は菊川上流、川田・東原田遺跡は菊川中流の中心的集落と推定されます。

　弥生時代後期の２～３世紀には、平野部だけでなく、高
た か

田
だ

ヶ
が

原
は ら

遺跡や三
み

沢
さ わ

西
に し

原
は ら

遺跡など台地や丘
きゅう

陵
りょう

上にも集落が営まれ、遺跡数も急
きゅう

増
ぞ う

します。

農
の う

耕
こ う

社会は次の時代に向け、大きく発展しました。

　２　弥生時代

 水田耕作を始めた菊川の人々

嶺田遺跡･宮ノ西遺跡
(嶺田式土器)

白岩遺跡(白岩式土器)

川田･東原田遺跡

高田ヶ原遺跡

鹿島･打上遺跡

耳川遺跡

祢宜屋敷遺跡

三沢西原遺跡

BC500以前

500

200

BC100

AD

100

300

稲作の伝播 菜畑遺跡(佐賀県)

朝日遺跡(愛知県)
唐古･鍵遺跡(奈良県)

丸子遺跡(静岡市)

登呂遺跡(静岡市)
伊場遺跡(浜松市)

　弥

　　　生

(菊川式土器)

(早期)

中期

400

後期

吉野ヶ里遺跡(佐賀県)

池上曽根遺跡(大阪府)

荒神谷遺跡(島根県)
鉄器が本格的に普及
 

この頃、県西部で稲作の本格的開始

倭国王、後漢に遣使

57

この頃、県西部で銅鐸祭祀が行われる

邪馬台国女王卑弥呼、魏に遣使

この頃、県西部で稲作の試行

239 妻木晩田遺跡(鳥取県)

青谷上寺地遺跡(鳥取県)

107

倭国王、後漢に遣使

前期

板付遺跡(福岡県)

瓜郷遺跡(愛知県)

西日本で水田稲作が定着

菊川市役所

中央公民館

嶺田遺跡

白岩遺跡

高田ヶ原遺跡

宮ノ西遺跡

川田・東原田遺跡

三沢西原遺跡

図２　弥生時代の遺跡分布
水田が営まれるようになり、生活の場は平野部に移ります。弥生時
代後期になると、ムラは台地上にも見られます。

写真３　川田・東原田遺跡【地図：P72】
中央公民館が建つ場所にあった 2,100 ～ 2,000 年前のムラの
跡で、住居跡・倉庫跡・方形周溝墓などが発見されました。
大型の掘立柱建物は、ムラのシンボル的建物でした。

写真２　弥生時代のムラ（静岡市・登呂遺跡）
人は竪穴建物などに住み、米は高床式倉庫に貯蔵されました。
ムラの中にはお祭り用の場所があり、周りには水田が広がって
いました。

図１　青銅製の矢じり
（耳川遺跡）【地図：P70】

弓矢は、狩猟用だけでなく、武器として戦争に
も使われました。矢じりは石製から、威力のあ
る青銅製や鉄製に変わりました。

写真１　弥生土器
弥生土器は食料を入れる壺、煮炊きをする甕、食べ物
を盛る高坏があります。時期によって形が変化します。

紀元前２～１世紀
（嶺田遺跡）【地図：P72】

紀元前後
（政所本屋敷遺跡）

【地図：P70】

１～２世紀
（赤谷遺跡）【地図：P69】
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　３世紀中頃になると大
や ま

和
と

（奈良県）では大型前方後円墳が造られるよう

になります。そして、大和王
お う

権
け ん

との関係を強めた地方豪
ご う

族
ぞ く

も前方後円墳を

はじめ、前
ぜ ん

方
ぽ う

後
こ う

方
ほ う

墳
ふ ん

・方
ほ う

墳
ふ ん

・円墳などの大型古墳を築造しました。古墳は

７世紀まで全国的に造られるので、この時代を古墳時代と呼びます。また、

この時代は日本で国家が形成された時期であり、中国や朝
ちょう

鮮
せ ん

半
は ん

島
と う

といった

東アジア世界との交流も活発に行われました。

　古墳時代は３世紀中葉から４世紀までを前期、５世紀を中期、６世紀か

ら７世紀を後期とするのが一般的です。市内に築かれた最初の古墳は前期

の上
か み

平
ひ ら

川
か わ

大
お お

塚
つ か

古墳で、中国製の三
さ ん

角
か く

縁
ぶ ち

神
し ん

獣
じゅう

鏡
きょう

が副
ふ く

葬
そ う

された前方後円墳で

す。中期にも舟
ふ な

久
く

保
ぼ

古墳や大
だ い

徳
と く

寺
じ

古墳などの前方後円墳が築かれました。

高
た か

田
だ

ヶ
が

原
は ら

古墳や寺
て ら

の谷
や

３号墳の墳
ふ ん

丘
きゅう

には埴
は に

輪
わ

が並べられました。後期は丘
きゅう

陵
りょう

斜面に横方向に掘った穴を埋
ま い

葬
そ う

施設とする横
よこあな（おうけつ）ぼ

穴墓が採
さ い

用
よ う

され、７世紀

に爆
ば く

発
は つ

的
て き

に増加しました。飾
かざり

大
た

刀
ち

や金
こ ん

銅
ど う

装
そ う

馬
ば

具
ぐ

が出土した大
お お

渕
ぶ ち

ヶ
が

谷
や

横穴群

は、有力家族を被
ひ

葬
そ う

者
し ゃ

とする代表的な例です。

　３　古墳時代

 豪族の出現と菊川 

図４　古墳時代の遺跡分布
古墳の多くは、菊川やその支流を見渡すことのできる丘陵上に築か
れました。高田ヶ原丘陵には大徳寺古墳など有力な古墳があります。

写真１　横穴墓の発達（虚空蔵横穴群）【地図：P66】
古墳時代後期には全国的に横穴式石室をもつ小円墳が密集し
て築かれますが、菊川市では横穴墓が築かれました。

新豊院山１号
34

松林山
107

兜塚
80

堂山
110

二子塚
55

甑塚
26

前坪
47

瓢塚
63

各和金塚
66

吉岡大塚
55

石ノ形
27

大門大塚
30

宇洞ヶ谷
横穴

上平川大塚
？

舟久保
49

大徳寺
63

朝日神社
20

高田ヶ原
？

横穴墓
( 群集墳）

横穴墓
( 群集墳）

小円墳
（群集墳）

250

年

300

400

500

600

４世紀

５世紀

６世紀

( 数字は全長 ・ｍ）

磐田原
原野谷川

和田岡
菊川

図３　古墳の形や大きさの変化
遠江の豪族層は、磐田原や和田岡原に古墳群を築きました。
菊川流域でも、上平川大塚古墳・舟久保古墳・大徳寺古墳・
朝日神社古墳などの有力古墳が継続して築かれました。

図１　古墳の形
前方後円墳・前方後方墳・円墳・方墳などがあります。他に
は朝日神社古墳のような帆立貝形もあります。

図２　豪族が葬られた棺と施設
有力な豪族が葬られたのは前方後円墳で、内部施設が竪穴式石室、
棺は割竹形木棺でした。６世紀にはほとんどが横穴式石室の円墳や
横穴墓になります。

上円下方墳帆立貝形前方後円墳

方墳円墳

前方後円墳

玄室

羨道

前庭部

せんどう
横穴墓

家形石棺

横から何度でも入れます

石棺や木棺が納められます

横穴式石室

（６ ・ ７世紀）

割竹形木棺粘土

板石

天井を閉じたら入れません

木棺には割竹形の他に箱形が

あります

竪穴式石室

（３世紀後半～５世紀）

集落跡

横穴墓

古墳

菊川市役所

中央公民館

上平川大塚古墳

大徳寺古墳

寺の谷3号墳

舟久保古墳

高田ヶ原古墳

大渕ヶ谷横穴群
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　菊川流域は、奈良・平安時代には遠
とおと

江
うみの

国
く に

城
き

飼
こ う

郡
ぐ ん

に属
ぞ く

していました。奈

良時代は律
り つ

令
りょう

とよぶ法律ができ、天皇を中心とした国家が成立した時代で

す。都
みやこ

は 710 年に平
へ い

城
じょう

京
きょう

（奈良県）に置かれたため８世紀を中心に奈良

時代、794 年以降は平
へ い

安
あ ん

京
きょう

（京都府）に置かれたため平安時代と呼ばれます。

平安時代は 12 世紀の終わり頃まで続きます。

　遠江国の中心は磐
い わ

田
た

原
ば ら

台
だ い

地
ち

南西部にあり、現在の磐田市に国
こ く

府
ふ

と国
こ く

分
ぶ ん

寺
じ

が置かれました。そして、菊川市には遠江国城飼郡の郡
ぐ う

家
け

（郡役所）が設
せ っ

置
ち

されました。宮
み や

ノ
の

西
に し

遺跡からは木に墨
ぼ く

書
し ょ

された郡家からの命令文（「郡
ぐ ん

符
ぷ

木
も っ

簡
か ん

」）が発見されたため、周辺に郡家の政
せ い

庁
ちょう

や正
しょう

倉
そ う

・館
た ち

といった中
ちゅう

心
し ん

施
し

設
せ つ

の存
そ ん

在
ざ い

が考えられます。政庁は政治の場、正倉は倉
く ら

、館は宿
しゅく

泊
は く

所
じ ょ

にあ

たります。また、郡家と関係の深い加
か

茂
も

廃
は い

寺
じ

跡
あ と

の存在も推定されます。

　743 年、仏教の力により国や社会が安定することを願って国
こ く

分
ぶ ん

寺
じ

建
こ ん

立
りゅう

の

詔
みことのり

が出されました。地方には国ごとに国分寺と国
こ く

分
ぶ ん

尼
に

寺
じ

が建立されまし

た。外
げ

京
きょう

の東
と う

大
だ い

寺
じ

には大
だ い

仏
ぶ つ

が造
ぞ う

立
りゅう

され、総
そ う

国
こ く

分
ぶ ん

寺
じ

と称
しょう

されました。

　４　奈良 ・平安時代

 奈良の都と遠江国城飼郡 

平安時代

奈良 ・平安時代

奈良時代

菊川市役所

中央公民館

宮ノ西遺跡

加茂廃寺跡

図３　奈良・平安時代の遺跡分布
加茂地区には城飼郡家や寺院があり、周辺には有力なムラもあった
と考えられます。また、菊川流域には多くの遺跡が分布しています。
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川
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都田川

図1　静岡県域の国・郡（静岡県1989を参考に作成）

図2-1　遠江西部の古代主要遺跡

＝木簡出土遺跡、　＝墨書土器出土遺跡、　＝木簡・墨書土器出土遺跡、　＝その他の遺跡

伊場

（敷智郡衙
・栗原駅）

鳥居松

梶子
九反田城山

梶子北

東前

横枕Ⅰ

河岸

中村

山の花 恒武西浦

恒武東覚

笠井若林

下滝

宮口古窯井通
（引佐郡衙関連）

矢畑

川久保舟渡

川の前

山の神

宮竹野際
松東

大蒲村東
御殿・二之宮

（遠江国府）

遠江国分寺

見付端城

図２　遠江国分寺跡（磐田市・復元画）
遠江国分寺は国府に近い磐田原に建立されました。また、城
飼郡にも加茂廃寺がありました。仏教の力で、国や郡の安定
を祈願したと考えられます。

写真１　郡家跡
（藤枝市・御子ヶ谷遺跡）（志太郡衙跡）

宮ノ西遺跡で発見された建物跡は小規模でしたが、周辺には
御子ヶ谷遺跡のような郡家の中心的な大型建物群の配置が推
定されます。

図１　古代遠江国の郡名
遠江国には 13 郡があり、菊川市から掛川市南部は城飼郡にあ
たります。郡家は宮ノ西遺跡の周辺に推定されています。
このあたりが、城飼郡の政治・経済・文化・信仰の中心地であっ
たと考えられます。

表１　『倭（和）名類聚抄』の郷名
『倭（和）名類聚抄』は平安時代にできた百科事典にあたる

書物で、城飼郡には 11 郷が記されています。土方など半数
以上の郷名は現在も地名として残っています。

城飼郡

高
山
寺
本

大
東
急
記
念
文
庫
本

遠
江
国

加
美

荒
木

河
上

高
橋

新
野

新
井

迩
比
為

鹿
城

加
良
古

朝
夷

阿
左
比
奈

松
淵

末
豆
不
知

土
形

比
知
加
多

狭
束

左
豆
加

加
美

新
井

尓
比
井

鹿
城

加
良
古

朝
夷

安
佐
比
奈

松
渕

万
都
布
知

土
形

比
知
加
多

狭
束

佐
都
加

荒
木

安
良
木

河
上

加
波
加
美

高
橋

多
加
波
之

新
野

尓
比
乃
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　５　鎌倉 ・室町時代

 菊川の有力武将　ー横地氏と内田氏ー

　菊川市の鎌倉～戦国時代を代表する武将に、横
よ こ

地
ち

氏と内
う ち

田
だ

氏がいます。

　横地氏は 源
みなもとの

義
よ し

家
い え

の子・家
い え

永
な が

を初
し ょ

代
だ い

とする家
い え

柄
が ら

で、鎌倉時代には御
ご

家
け

人
に ん

・室町時代には奉
ほ う

公
こ う

衆
しゅう

として活
か つ

躍
や く

しました。1333 年に鎌倉幕府が滅び

ると、全国の武将が足
あ し か が

利尊
た か

氏
う じ

率
ひ き

いる北
ほ く

朝
ちょう

と、後
ご

醍
だ い

醐
ご

天
て ん の う

皇率いる南
な ん

朝
ちょう

に分か

れて戦いました。幕府側についた横地氏 10 代・家
い え

長
な が

の時に、館周辺の山

上に山城 (横地城・小太郎砦 )を築いて、戦乱に備えました。この後、横

地氏は守
し ゅ

護
ご

の代わりに遠
とおと

江
うみの

国
く に

の警
け い

備
び

や政
せ い

治
じ

を担当する在
ざ い

庁
ちょう

官
か ん

人
じ ん

として、

一族の勝
か つ

間
ま

田
た

氏とともに活躍します。

　内田氏は、天
て ん

台
だ い

宗
しゅう

園
お ん

城
じょう

寺
じ

( 三
み

井
い

寺
で ら

) を領
りょう

家
け

とする遠江国内
う ち

田
だ の

荘
しょう

下
し も

郷
ご う

の

地
じ

頭
と う

です。1221 年の承
じょう

久
きゅう

の乱
ら ん

で幕府側として戦った内田氏は、石
い わ

見
み の

国
く に

貞
さ だ

松
ま つ

郷
ご う

・豊
と よ

田
た

郷
ご う

（島根県浜
は ま

田
だ

市）に領
りょう

地
ち

を得て地頭となりました。内田氏は

南
な ん

北
ぼ く

朝
ちょう

の内
な い

乱
ら ん

でも幕府側につきましたが、致
む ね

景
か げ

の代以降、遠江国で活躍し

ていた記録が途
と

絶
だ

えることから、次
し

第
だ い

に石見国貞松郷・豊田郷に本
ほ ん

拠
き ょ

地
ち

を

移したと考えられています。

1192

1200
1203
1205

1221
1232
1236

1268
1274
1281
1293

1321

1333

1392

1433

1438

1467

蒙古の国書がもたらされ、北条時宗が執権となる
文永の役(元寇)
弘安の役(元寇)
元寇に備え、「鎮西探題」がおかれる
「蒙古襲来絵詞」ができる

後醍醐天皇が院政を廃止する

鎌倉幕府が滅ぶ

南北朝統一

駿河守護今川家の家督争い

永享の乱

応仁の乱

「新古今和歌集」が作られる
北条時政が失脚して、北条義時が執権となる

承久の乱
北条泰時が御成敗式目を制定

源頼朝が征夷大将軍となる

梶原景時が討たれ、北条氏の勢力がいちだんと強まる
将軍頼家が幽閉され、北条時政が執権となる

内田致茂、遠江国内田荘下郷地頭職を
嫡男致員に譲る

潮海寺門前町遺跡
高田大屋敷遺跡

四ツ枝遺跡

1359 足利直冬、遠江国内田荘下郷地頭職を
内田致行に安堵する
 

表１　横地氏年譜

写真１　俣賀家文書（徳治二年四月二日　六波羅下知状）
内田氏のうち石見国豊田郷に移り住んだ内田致茂が、1236 年３人の息子である致員・致重・致義（俣賀氏初代）に領
地を分け与えていたことが記されている書状です。

1156
1181
1186
1187
1190
1195

1238
1239
1250
1258
1261
1263
1265
1266

1310

1336

1337
1358
1367
1370
1372
1375

1386

1392

1438

1447

1465

1476

保元元年
養和元年
文治２年
文治３年
建久元年
建久６年

暦仁元年
暦仁２年
建長２年
正嘉２年
弘長元年
弘長３年
文永２年
文永３年

延慶３年

建武３年

建武４年
延文３年
貞治６年
応安３年
応安５年
永和元年

至徳３年

明徳３年

永享10年

文安４年

寛正６年

文明８年

保元の乱、横地氏は源義朝勢に加わる
長重、源頼朝の命で遠江国橋本で備える
一条能保の帰洛に長重他の御家人が随う
鶴岡八幡宮放生会の流鏑馬で長重が的立
源頼朝の上洛、長重が上洛兵に加わる
源頼朝の東大寺供養参列、長重、警固兵

幕府が長直を奉行として掛川宿に御所造営
長直、正月十日の椀飯で役を勤める
閑院殿造営のため横地氏に負担が配分
幕府の正月行事の射手を長重が勤める
幕府の正月行事の射手を長重が勤める
前浜での御的射手に師重が選ばれる
御弓始の射手を師重が勤める
御弓始の射手を師重が勤める

横地九郎左衛門入道新西、他阿真教と歌会

横地某、鶴岡八幡宮に乱入した悪党と戦う
横地氏、北朝方として横地他に籠る
横地治郎丞、三方原合戦で今川勢に加わる
足利義詮の将軍宣下、横地山城守、警固兵
足利義詮の関白面会、横地山城守、警固兵
足利義満の北野社ほか参りに為長が随行
足利義満の六条八幡宮参りに為長が随行
足利義満の石清水八幡参りに近習横地因幡守(為長か)が随行
横地某、九州で今川範国に従い合戦、討死
長連、遠江国大峰・平山・犬居をめぐる天野景隆との訴訟に
敗れる
足利義満の相国寺供養参列、長連、警固兵

足利持氏追討の軍に横地氏が加わる
足利将軍奉公衆に横地太郎が見える
永享の乱(1439)箱根水呑戦で長泰戦死
足利将軍奉公衆に横地孫太郎が見える

横地鶴寿、室町幕府の命で狩野氏討伐

横地城、今川義忠により落城
義忠、塩買坂にて落命

保元の乱(1156) 平治の乱(1159)
源頼朝、伊豆で旗揚げ(1180)

平氏滅亡

文永の役：蒙古襲来(1274)
弘安の役：蒙古襲来(1281)

源頼朝、鎌倉幕府の樹立
(1180~1192)

承久の乱(1221)

足利尊氏、室町幕府の樹立
(1336~1338)

南北朝統一(1392)
駿河守護今川家の家督争い
(1433)
永享の乱(1438)

応仁の乱(1467)

時代 西暦 和暦 横地氏の主な歴史 主な出来事

平
安
時
代

鎌
倉
時
代

室
町
時
代

（
戦
国
時
代
）

（
南
北
朝
時
代
）

十
二
世
紀

十
三
世
紀

十
四
世
紀

十
五
世
紀

①
家
永 1052

〜1126

④
長
重 1162

〜1222

⑦
師
長 1257

〜1307

⑩
家
長 1337

〜1409

⑬
長
秀 1434

〜1494

②
頼
兼 1107

〜1142

⑤
長
直 1214

〜1276

⑧
長
国 1279

〜1332

⑪
長
豊 1383

〜1437

⑭
秀
国 1465

〜1506
③
長
宗 1132

〜1176

⑥
師
重 1235

〜1277

⑨
長
則 1314

〜1361

⑫
長
泰 1413

〜1439

⑮
元
国 1505

〜1554
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　６　戦国時代

 今川義忠の遠江侵攻戦と高天神城の攻防

　1467 年からはじまる応
お う

仁
に ん

・文
ぶ ん

明
め い

の乱
ら ん

は地方にも影
え い

響
きょう

を及
お よ

ぼし、遠
とおと

江
うみの

国
く に

でも東
と う

軍
ぐ ん

側
が わ

の駿
す る

河
が の

国
く に

守
し ゅ

護
ご

・今
い ま

川
が わ

義
よ し

忠
た だ

と、西
せ い

軍
ぐ ん

側の遠江国守護・斯
し

波
ば

義
よ し

良
す け

と

の戦いが起こりました。1476 年、義良に味方した横地氏 13 代・秀
ひ で

国
く に

でし

たが、遠江国守
し ゅ

護
ご

所
し ょ

（磐田市）にて義忠に攻められ討
う ち

死
じ に

、横地城も落
ら く

城
じょう

し

ます。東遠江の名
め い

門
も ん

・横地氏は、ここに滅
め つ

亡
ぼ う

しました。一方、義忠も横地

城を攻
こ う

略
りゃく

後
ご

、その残
ざ ん

党
と う

の抵
て い

抗
こ う

を受け、塩
し お

買
か い

坂
ざ か

で流
ながれ

矢
や

により落
ら く

命
め い

しました。

塩買坂付近に所
し ょ

在
ざ い

する正
しょう

林
り ん

寺
じ

境
け い

内
だ い

には、義忠の供
く

養
よ う

塔
と う

( 一
い っ

石
せ き

五
ご

輪
り ん

塔
と う

) が祀

られています。

　戦国時代後半の 1568 年、今川氏は西から徳川氏・東から武田氏に攻め

られ、翌年には戦国大名としての今川氏は滅
め つ

亡
ぼ う

しました。今川氏滅亡後の

菊川市域は、遠江国における重
じゅう

要
よ う

な山城である高
た か

天
て ん

神
じ ん

城 ( 掛川市 )を中心

とする、徳川・武田両氏の攻防戦の地になりました。徳川氏は高天神城を

包
ほ う

囲
い

する６つの主な砦
とりで

の内、菊川市内では獅
し

子
し

ヶ
が

鼻
は な

砦を築
き ず

いて交通路を遮
し ゃ

断
だ ん

した結果、1581 年高天神城は落城しました。

1476 横地城、今川義忠により落城

1517 今川氏親が正林寺を創建

1526 「今川仮名目録」(今川氏の家法)ができる

1547 武田晴信(信玄)が「甲州法度之次第」(信玄家法)を定める
1549 ザビエルが鹿児島に来て、キリスト教を伝える

1560 桶狭間の戦い
1561 川中島の戦い

1572 三方ヶ原の戦い
1573 織田信長が足利義昭を追放し室町幕府は滅びる
1575 長篠の戦い

獅子ヶ鼻砦が築かれる
1581 高天神城、落城
1582 本能寺の変
1584 小牧長久手の戦い
1585 羽柴秀吉が関白となる

1580

1543 ポルトガル人が種子島に来て、鉄砲を伝える
1544

1532 今川氏輝、遠江国昌桂寺(正林寺)に
新田を寄進する

山科言継、潮海寺よりの歳暮巻数の
請取を代筆する

1566 今川氏真、遠江国棚草の宇津梨山等を
朝比奈孫十郎に安堵する

平定広、遠江国上平川春日大明神に
鰐口を奉納する

写真４　堤城【地図：P72】
16 世紀前葉、今川氏家臣の松井信薫の城とされています。近く
には秋葉街道があり、交通の要衝地に築城されました。

図１　徳川家康による 
      高天神城包囲
高天神城の包囲にあたって、６つ
の砦をはじめとする城砦群による
包囲と、諏訪原城（島田市）が東
海道の補給路を絶つ位置であるこ
とが分かります。

（詳細は【コラム１：P28】）

写真１　塩買坂【地図：P74】
横地城が落城すると、一族は四散したとされています。しかし、
その残党は抵抗を続け、今川義忠は打ち取られます。その場所が、
塩買坂といわれています。

写真２　正林寺【地図：P74】
正林寺は 1517 年に今川氏親が父・義忠を弔うために創建した
曹洞宗の寺です。義忠の木像や位牌、寿桂尼（氏親の妻、義元
の母）画像 ( 掛軸 ) などが残されています。

写真３　今川義忠　供養塔【地図：P74】
戦国時代末期に出現した墓塔である一石五輪塔を使用した供養
塔。正林寺に所在。義忠の墓所は臨済寺（静岡市）にもあります。
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　７　江戸時代 （１）

　1600 年、関
せ き

ケ
が

原
は ら

の戦
たたか

いに勝利した徳川家康は、1603 年に征
せ い

夷
い

大
た い

将
しょう

軍
ぐ ん

に

任じられ、江戸に幕府を開きました。幕府は、全国を幕府領と大名領（藩）

とに分け、大名が幕府の統
と う

制
せ い

を受けながらも領地と人々を支配するという

幕
ば く

藩
は ん

体
た い

制
せ い

を築きました。菊川市域には、横須賀藩や掛川藩などの大名領の

ほかに、旗本領・幕府領・寺社領などが複雑に存在し、複数の領主による

「相
あ い

給
きゅう

」の村々もありました（幕末時、14 村が相給）。

　1645 年、横
よ こ

須
す

賀
か

藩に本
ほ ん

多
だ

利
と し

長
な が

が入
にゅう

部
ぶ

すると、異
い

母
ぼ

兄
け い

である旗本・本多

助
す け

久
ひ さ

が城
き

東
と う

郡
ぐ ん

で 4500 石余を分け与えられました。本多助久の代官として

この地を治めたのが黒田家でした。黒田家は、1574 年に甲
か

斐
い

の武
た け

田
だ

勝
か つ

頼
よ り

の高
た か

天
て ん

神
じ ん

城
じょう

（掛川市）攻めに加わり、その後帰
き

農
の う

して旗本・本多氏の代官

を勤めたといいます。

　また、1622 年に横須賀藩主として入部した井
い の

上
う え

正
ま さ

就
な り

の異母兄である旗

本・井
い の

上
う え

重
し げ

成
な り

は城東郡内に 3,000 石の領地を賜
たまわ

り、月
つ き

岡
お か

に屋敷を構えまし

た（月岡陣
じ ん

屋
や

）。

 江戸幕府と菊川 

旧村名

赤土村

堀之内村

潮海寺村

下内田村

横須賀藩領
本多利朗知行
本多助久知行

幕府領
幕府領

三河吉田藩領

薬師（潮海寺）領

横須賀藩領

掛川藩領 掛川藩領 鍋島頴之助知行

太田運八郎知行
潮海寺領
長泉寺領

篠山藩領分
太田運八郎知行
宮城福之助知行

三河西尾藩領分
丹波篠山藩領分
米津小太夫知行
宮城福之助知行

本多主殿知行
本多右近知行
室賀甚四郎知行
米津周防守知行

旧高旧領取調帳
（1870 年頃）

元禄郷帳
（1700 年頃）

正保郷帳
（1650 年頃）

幕府領（掛川藩預）

写真１　黒田家住宅　主屋【地図：P72】
黒田家は、旗本・本多氏の代官として、下平川村・上平川村・
赤土村・棚草村など８か村を支配しました。主屋は、国指定重
要文化財。現在の主屋は、安政の大地震（1854 年）後に再建さ
れたもので、1861 年頃に建てられたものと考えられています。

写真２　黒田家住宅　長屋門【地図：P72】
国指定重要文化財。長屋門は 18 世紀前半の建築と考えられて
います。主屋の再建時に改造が加えられました。このほか、米
蔵と東蔵も重要文化財に指定されています。

写真３　月岡陣屋跡（関口隆吉顕彰碑）【地図：P70】
1870 年、関口隆吉は月岡にあった旧旗本・井上氏の陣屋跡に
移り住み、牧之原台地の茶園開拓事業に着手しました。隆吉は、
1884 年に静岡県県令、1886 年には地方官官制により初代静岡
県知事に任命されました。　

表１　領主・寺社領の変遷例

江戸時代前期・中期・幕末の領主と寺社領の変遷を示しました。一村に幕府直轄領・大名領・旗本領・寺社領が複雑に入
り組んでいたことがわかります。
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　８　江戸時代 （２）

　大河川がない私たちの菊川市域や掛川市域は古くから水に苦しめられて

きました。今に残る用
よ う

水
す い

路
ろ

や 300 を超える溜
た め

池
い け

がそれを物語っています。

　江戸時代は農業生産を基
き

盤
ば ん

としていたため、生産力の向上や新
し ん

田
で ん

開発の

ために用水を確保することは幕
ば く

藩
は ん

領
りょう

主
し ゅ

にとって重大な関心事でした。江

戸時代初期には、戦国時代の築
ち く

城
じょう

技術や鉱
こ う

山
ざ ん

開発で蓄
ち く

積
せ き

された土木技術

が活かされ、大
だ い

規
き

模
ぼ

な築
ち く

堤
て い

工事や水路開
か い

削
さ く

工事が行われました。

　菊川から水を引く嶺
み ね

田
だ

用水は、井
い の

宮
み や

神社で三
み

筋
す じ

に分かれて南
な ん

流
りゅう

して村々

を潤
うるお

しています。嶺田用水は古
こ

文
も ん

書
じ ょ

によれば、嶺田村の水不足の状況を耳

にした徳川家康が、横
よ こ

須
す

賀
か

藩主・大
お お

須
す

賀
か

忠
た だ

政
ま さ

に命じて開削したと伝えます。

一方、東
ひがし

嶺
み ね

田
だ

の中
ちゅう

条
じょう

に住んでいた右
う

近
こ ん

太
だ

夫
ゆ う

が村
む ら

々
む ら

の窮
きゅう

状
じょう

を徳川家光に直
じ き

訴
そ

して処
し ょ

刑
け い

されたと言い伝えもあります。用水をめぐって江戸時代を通じて

何度も村々の間で相
そ う

論
ろ ん

が繰り返され、幕府の裁
さ い

決
け つ

を求めることもありまし

た。常に水を管理しなければならない田を潤す水は、地域の人々にとって

まさに「いのちの水」であったのです。

 いのちの水　ー用水をめぐってー 

写真１　嶺田文書
嶺田区に伝わる嶺田文書には、嶺田用水に関する資料が多く残
されています。

写真３　井宮神社【地図：P72】
嶺田村の人々は、幕府に用水路の開削を直訴した右近太夫の功
績を讃えて社に祀り、後に井宮神社と称されるようになりまし
た。

写真２　嶺田用水【地図：P72】
菊川から取水して嶺田村の北部で三筋に分岐して南流し、牛渕
川に落ちる用水路です。後方は、井宮神社。

写真４　加茂用水（上：井成神社、下：加茂井堰跡）
【地図：P69】

戦国時代、今川氏家臣・三浦刑部の開削によると伝えられてい
ます。菊川の水が加茂村、本所村、潮海寺村の３村の水田を支
えました。その功績を讃えて、井成神社が建立されています。
加茂用水をめぐり、江戸時代に水論がたびたびおこっています。
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　９　江戸時代 （３）

 東海道と秋葉道 

　征
せ い

夷
い

大
た い

将
しょう

軍
ぐ ん

として江
え

戸
ど

を本
ほ ん

拠
き ょ

地
ち

とした徳川家康は、東海道をはじめと

する五
ご

街
か い

道
ど う

や本
ほ ん

坂
ざ か

道
ど う

・秋葉街道・身
み

延
の ぶ

街道等の脇
わ き

往
お う

還
か ん

の整備を積極的に進

めました。東海道五
ご

十
じゅう

三
さ ん

次
つ ぎ

と呼ばれる 53 の宿
しゅく

場
ば

の内、静岡県域には 22

の宿場が整
せ い

備
び

されました。

　街道の整備により人々の移動が盛んになり、朝
ちょう

鮮
せ ん

通
つ う

信
し ん

使
し

や琉
りゅう

球
きゅう

使
し

節
せ つ

、

文
ぶ ん

人
じ ん

墨
ぼ っ

客
か く

が東海道を往
お う

来
ら い

し、各宿場を中心に多
た

彩
さ い

な文化人が出現しました。

　一方、学問の分野では、古
こ

事
じ

記
き

や万
ま ん

葉
よ う

集
しゅう

などの古
こ

典
て ん

を研究する国
こ く

学
が く

が江

戸中期より勃
ぼ っ

興
こ う

し、各地で多くの国学者を輩
は い

出
しゅつ

しました。城
き

東
と う

郡
ぐ ん

平
ひ ら

尾
お

村
む ら

（中

内田）の神
か ん

主
ぬ し

の家に生まれた栗
く り

田
た

土
ひ じ

満
ま ろ

も、30 歳代で賀
か

茂
も の

真
ま

淵
ぶ ち

や本
も と

居
お り

宣
の り

長
な が

に国学を学びました。土満は、平尾の地に岡
お か の や

廼舎といわれる学
ま な

び舎
や

を設
も う

け、

多くの人々に国学や和歌を教えました。城東郡浜
は ま

野
の

村
む ら

（掛川市）に生まれ

た八
や

木
ぎ

美
よ し

穂
ほ

もその一人で、美穂がまとめた地誌『 郷
きょう（ごう）

里
り

雑
ざ っ

記
き

』は、菊川市

域を含めた横
よ こ

須
す

賀
か

藩
は ん

領
りょう

の村々の地
ち

勢
せ い

、産
さ ん

物
ぶ つ

、寺
じ

社
し ゃ

、風
ふ う

習
しゅう

等を今日に伝え

る貴
き

重
ちょう

な資料となっています。

写真１　応声教院　山門【地図：P70】
江戸幕府２代将軍徳川秀忠の生母であるお愛の方（西郷の局）
の菩提寺・宝台院（静岡市）山門として 1628 年に建立され、
1918 年に現在地に移築されました。規模や構造は、桁行三間・
梁間一間、一重・切妻造・本瓦葺であり、国の重要文化財に指
定されています。

写真２　島天神社常夜燈【地図：P68】
1815 年に建立。火伏の神として信仰を集めた秋葉神社への道は、
秋葉街道と呼ばれました。街道に設置された常夜燈には一晩中
灯りがともされ、街道を行き交う人々の足元を照らしました。
今に残る「秋葉信仰と街道」は、令和４年度に「しずおか遺産」
に認定されました。

写真４　栗田土満顕彰碑【地図：P70】
栗田土満を顕彰するため、平尾八幡宮の境内には顕彰碑が建立
されています。また、平尾八幡宮南側の丘陵には、生誕地を示
す標柱が設置されています。

写真３　塩買坂と秋葉街道
（上：塩買坂周辺の金比羅宮、下：正林寺西側）【地図：P74】

秋葉街道は、「塩の道」でもありました。現在の牧之原市相良か
ら菊川市、掛川市、森町、浜松市天竜区水窪を経て長野県塩尻
に至る街道は、塩が北上した南北の交易路でした。塩とともに人、
もの、文化も行き交いました。塩買坂は塩の取引に由来する地
名と伝えられています。
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　10　明治時代

　近代の菊川市域は、静岡藩の成立から始まります。江戸幕府が消
しょう

滅
め つ

し、

生活基
き

盤
ば ん

を失った旧幕
ば く

臣
し ん

は静岡へ移住し、生活のため牧
ま き

之
の

原
は ら

を開
か い

拓
た く

して、

茶を栽
さ い

培
ば い

します。

　1871 年５月の廃
は い

藩
は ん

置
ち

県
け ん

で静岡県となり、12 月静岡県の分
ぶ ん

割
か つ

で浜松県に

編
へ ん

入
にゅう

となり、1876 年８月に浜松県が静岡県に合
が っ

併
ぺ い

され、静岡県となりま

した。

　1888 年、市
し

制
せ い

・町
ちょう

村
そ ん

制
せ い

が公
こ う

布
ふ

、翌年河
か わ

城
し ろ

村・西
に し

方
か た

村・加
か

茂
も

村・六
ろ く

郷
ご う

村・

横
よ こ

地
じ

村・中
な か

内
う ち

田
だ

村・下
し も

内
う ち

田
だ

村・平
ひ ら

田
た

村・南
みなみ

山
や ま

村・川
か わ

野
の

村・相
あ い

草
く さ

村が成立し

ます。1896 年に郡
ぐ ん

制
せ い

が施
せ

行
こ う

、佐
さ

野
や

郡
ぐ ん

と城
き

東
と う

郡
ぐ ん

が統
と う

合
ご う

されて小笠郡が成立

します。

　1894 年の日
に っ

清
し ん

戦
せ ん

争
そ う

では、旧菊川町域で 83 名が出
しゅっ

征
せ い

・４名が戦
せ ん

病
びょう

死
し

、旧

小笠町域で 47 名が出征・６名が戦病死したとされます。1904 年の日
に ち

露
ろ

戦
せ ん

争
そ う

では、旧菊川町域で 334 名が出征・30 名の戦病死者、旧小笠町域で 249

名が出征・18 名の戦病死者を出しています。

 近代化と日清・日露戦争

写真１　牧之原台地に広がる茶園風景
静岡に移住した旧幕臣の中に、後に初代静岡県知事となる関口
隆吉がおり、1870 年には金谷原開墾方頭取並となり、開拓に
尽力しました。

写真３　双松学舎（写真の年代不明）【地図：P73】
1891 年に橋本孫一郎によって創立されます。高等小学校卒業
者を入学資格とし、人格教育と徳育教育を柱に、質の高い教育
を行いました。
なお、孫一郎の五男は、植物学者の橋本梧郎です。

写真２　旧内田学校職員室【地図：P70】
1872 年に学制が公布され、翌年西方学校を始めとして、各地に
小学校が設立されます。写真は、1873 年に開校した中内田小学
校が、1878 年に内田学校と改称した際に、校舎と同時に建てら
れた職員室です。現在は内田郷土資料館となっていて、内部が
見学できます。

写真４　赤れんが倉庫【地図：P68】
1899 年に堀之内 - 南山間に城東馬車鉄道が開業すると、堀之内
はさらに発展します。この頃、堀之内駅前には茶を扱う倉庫群
があり、赤レンガ倉庫もその１つです。赤レンガ倉庫は 2014 年、
菊川市初の国指定登録有形文化財に認定されました。

写真５　堀之内駅舎（写真は 1921 年頃）
1889 年に東海道線が開通し堀之内駅が開業すると、丸尾文六や
原崎源作らが 1892 年に「堀之内茶再製所」を興し、のちに富
士合資会社が駅前付近に茶の再製工場を作りました。
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　11　大正 ・昭和時代 （１）

　1913 年、県立小笠高等学校の前
ぜ ん

身
し ん

である小笠郡立静岡県小笠農学校が

小笠郡六
ろ く

郷
ご う

村半
は ん

済
せ い

に開
か い

校
こ う

します。

　1923 年、西
に し

方
か た

村に町
ちょう

制
せ い

が施
せ

行
こ う

されて堀
ほ り

之
の

内
う ち

町となります。1940 年には

川
か わ

野
の

村・相
あ い

草
く さ

村が合併して小笠村が成立、1942 年には中
な か

内
う ち

田
だ

村と下
し も

内
う ち

田
だ

村が合併して内田村が成立します。

　アジア太
た い

平
へ い

洋
よ う

戦
せ ん

争
そ う

では、菊川市域からも多くの人が出
しゅっ

征
せ い

し、旧菊川町で

は 737 人・旧小笠町では 451 人が戦
せ ん

病
びょう

死
し

しています。戦争末期には、牧
ま き

之
の

原
は ら

台地に大
おお

井
い

海
かい

軍
ぐん

航
こう

空
くう

隊
たい

の飛行場が作られ、地
ち

下
か

壕
ご う

が沢
さ

水
ば

加
か

にも掘られ

ています。

　1944 年 12 月７日、熊
く ま

野
の

灘
な だ

を震
し ん

源
げ ん

としたマグニチュード 7.9 の「東
と う

南
な ん

海
か い

地
じ

震
し ん

」が発生します。菊川市域では平
ひ ら

田
た

村と横
よ こ

地
じ

村は家
か

屋
お く

全
ぜ ん

壊
か い

率
り つ

が 30％

を超えており、震度７と判定されていますが、戦争中だったためほとんど

報道されませんでした。

 堀之内軌道とアジア太平洋戦争・東南海地震

菊川水害予防組合の結成

国に河川改修を要望する団体「菊川改修期成同盟会」の結成

写真１　小笠農学校（写真は大正時代初期頃）
農業の盛んな地域にもかかわらず、現在の磐田市や森町、
藤枝市にまで行かないと農学校が無かったため志望者が
殺到しました。

写真３　オット機関車（写真は 1924 年）
1917 年、城東馬車鉄道は榛原郡御前崎村への延伸を目指し御
前崎軌道と改名しましたが、1921 年に御前崎軌道の鉄道事業
は堀之内軌道へと譲渡されます。1923 年 12 月、堀之内軌道は
営業鉄道としては日本初のディーゼル機関車を導入します。こ
の機関車は、ドイツのオットーサイクル方式のガソリン起動型
ディーゼル機関車で、沿線の人々からは「オット」の愛称で呼
ばれました。
しかし、1935 年に堀之内軌道は全線廃止されました。

写真２　佐栗谷隧道【地図：P66】
菊川市高橋字佐栗谷と御前崎市新野の境界にある全長
93.3m のトンネルで、両端は煉瓦造りですが、中央部は
掘り放しです。

写真５　東南海地震（写真は平田周辺の被災状況）
小笠郡全体で死者 20 人・負傷者 36 人、住家全壊 1,154 棟・半
壊 1,407 棟、非住家全壊 840 棟・半壊 1,284 棟と大きな被害が
ありました。

写真４　改修前の菊川（1933 年）
菊川は洪水被害が頻発したため、国に河川改修を要望す
る団体として全国で初めて菊川改修期成同盟会が 1921
年に結成されます（写真は菊川・牛渕川合流点より上流）。



26

第
１
章

27

第１章

菊川の歴史

26

　12　昭和時代 （２）

　1946 年、小笠用水施設期
き

成
せ い

同
ど う

盟
め い

会
か い

が発
ほ っ

足
そ く

、水不足への抜
ば っ

本
ぽ ん

的
て き

な対策と

水
す い

利
り

施設の近代化を県や国に訴
うった

えていきます。その結果、1950 年に国営

大井川農業水利事業の事業地区に組み入れられ、1968 年に完成します。

　1954 年、堀
ほ り

之
の

内
う ち

町・六
ろ く

郷
ご う

村・加
か

茂
も

村・横
よ こ

地
じ

村・内
う ち

田
だ

村が合
が っ

併
ぺ い

して菊川

町が誕生、同年には平
ひ ら

田
た

村・南
みなみ

山
や ま

村・小笠村が合併して小笠町が誕生しま

す。1955年菊川町に河
か わ

城
し ろ

村を編
へ ん

入
にゅう

、1957年小笠町に城
き

東
と う

村大
お お

石
い し

地区を編入、

菊川町に小笠町棚
た な

草
く さ

原
ば ら

地区を編入します。

　1999 年、第二期国営大井川土地改良事業が着工し、2018 年に事業が完

了しました。

　2005 年、 菊川町と小笠町が合併して菊川市が発足し、同日菊川町・小

笠町は廃止となります。合併後の人口は約 47,000 人で、両町に同じ「棚草」

地区が存在していたため、合併にともない旧菊川町の棚草地区を「牧之原」

に名称変更しました。

1946 日本国憲法公布 小笠用水施設期成同盟会発足

1950 朝鮮戦争 堀之内町、六郷村、加茂村、横地村、内田村の1町4村による
「国民健康保険菊水病院」の開院

1951 サンフランシスコ講和条約
日米安全保障条約　　

1953 NHKがテレビを開始する
1954 堀之内町、六郷村、加茂村、横地村、内田村の1町4村が合併し、

菊川町誕生
「国民健康保険菊水病院」から「菊川病院」に改称 
平田村、南山村及び小笠村が合併し、小笠町誕生

1955 菊川町に河城村を編入
1956
1957 小笠町に城東村の大石地区を編入 

菊川町に小笠町の棚草原地区を編入

1958

国際連合に加盟

1960 カラーテレビ放送開始
1961 菊川町と小笠町が国民健康保険菊川病院組合を設立

「菊川病院」から「共立菊川病院」に改称
1964 東海道新幹線開業

東京オリンピック開催

東京タワー完成　　　

1969 菊川インターチェンジの設置
1972 沖縄返還

2005 菊川町と小笠町が合併、菊川市誕生

東名高速道路が全面開通

 戦後の発展と菊川市の成立

写真１　共立菊川病院（写真は 1982 年頃）
1950 年、堀之内町・六郷村・加茂村・内田村・横地村の１町
４村による「国民健康保険菊水病院」が開院します。1954 年、
菊川町が誕生し菊川病院に改称、1961 年に小笠町と国民健康
保険菊川病院組合を設立、共立菊川病院に改称します。菊川市
誕生にともない、現在の菊川市立総合病院となりました。

写真４　「茶草場農法（①～④）」、「千框棚田」
菊川市を含む４市１町（掛川市、菊川市、島田市、牧之原市、
川根本町）の「静岡の茶草場農法」は、2013 年に世界農業遺
産に認定されました。
また、「上倉沢の棚田」は「千框（せんがまち）棚田」と呼ばれ、
近代に棚田の一部を茶草場として利用してきました。この水田
と茶草場を行き来できる環境が、生物の多様性を育むうえで重
要であることが判明し、世界農業遺産「静岡の茶草場農法」に
含まれることとなりました。【地図：P66】

写真２　菊川インターチェンジ
（写真は 1969 年頃）

1969 年に東名高速道路が開通、菊川インターチェンジが設置さ
れます。これ以降、半済や本所地区を中心に工場が進出してい
きます。

写真３　「深蒸し茶」発祥の地
深蒸し茶製法の研究に取り組んだ中心生産農家で、研究から生
産出荷に至った農家として氏名が公表されている小松喜三次・
丸尾雄彦・和田秀雄の各氏は、菊川市内の農家です。こうした
ことから、菊川市は「深蒸し茶」発祥の地と称しています。
全国に先駆けて、茶農協の設立による組織的な技術向上と良質
茶の量産化を実現し、全国茶品評会での「深蒸し煎茶」部門の
新設や全国への普及・拡大に大きく貢献しました。
また、2023 年３月 31 日に地理的表示（GI）保護制度に登録さ
れました。深蒸し菊川茶の登録は茶としては県内初であり、菊
川茶の製造技術と品質が高く評価され今回の登録となりました。

②刈り取った茶草は切断

③茶草を茶園へ投入

①茶草の刈り取り作業

④腐植が高まり、土壌が膨軟化
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　今川氏滅
め つ

亡
ぼ う

後の菊川市域は、遠
とおと

江
うみの

国
く に

における戦いのための重要な山城

である高
た か

天
て ん

神
じ ん

城 ( 掛川市 )を中心とする、徳川氏と武田氏の攻防戦の地に

なりました。

　高天神城の最初の城
じょう

主
し ゅ

は徳川氏側の小
お

笠
が さ

原
わ ら

氏
う じ

興
お き

と子の氏
う じ

助
す け

でしたが、

1574 年武田信玄の子である勝
か つ

頼
よ り

が高天神城を攻め、小笠原父子は降
こ う

伏
ふ く

し

武田氏側の武将となります。

　1577 年以降は武田氏の支配下になった高天神城を、反対に徳川氏が攻

めるようになります。徳川氏は小
お

笠
が さ

山
や ま

山
さ ん

頂
ちょう

に砦
とりで

( 小笠山砦 ) を築いた後、

高天神城の周辺に中
な か

村
む ら

（山
や ま

）砦・能
の

ヶ
が

坂
さ か

砦・火
ひ

ヶ
が

峰
み ね

砦・三
み つ

井
い

山
ざ ん

砦（いずれ

も掛川市）のほか、菊川市でも獅
し

子
し

ヶ
が

鼻
は な

砦の六
ろ く

砦
とりで

を築
き ず

くことにより高天神

城を包
ほ う

囲
い

した結果、1581 年に高天神城は落
ら く

城
じょう

、再び徳川氏側の城となり

ました。この時武田勝頼は、高天神

城の救
きゅう

援
え ん

に来ることができなかった

ため権
け ん

威
い

は失
し っ

墜
つ い

、翌
よ く

年
ね ん

に織田信長と

徳川家康の連
れ ん

合
ご う

軍
ぐ ん

に攻められ武田氏

は滅
め つ

亡
ぼ う

しました。
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図１　高天神城と六砦ほかの城砦群
高天神城の包囲には、20 にも及ぶ砦が築かれました。砦は
物資の搬出入を目的としたものや、間道をおさえるものなど
機能が分かれていました。これにより円滑な物資輸送と兵力
の補充・交代が容易となり、高天神城の長期包囲網を優位に
進めました。

図２　獅子ヶ鼻砦【地図：P72】
防御用の堀切はなく、兵が駐屯した曲輪のみからなる山城で、
高天神城を攻撃するための城であることが分かります。

　菊川市には戦国時代の戦いの歴史だけでなく、今川氏
う じ

真
ざ ね

が行った善
ぜ ん

政
せ い

も

伝えられています。

 棚
た な

草
く さ

城
じょう

の一
い っ

画
か く

には、廃
は い

寺
じ

となった雲
う ん

林
り ん

寺
じ

があります。ここには、氏真を

祀
ま つ

る「今川さま」の祠
ほこら

が現在でも残っています。

　今川氏最後の当
と う

主
し ゅ

である氏真がなぜ祀られているのか？

　『棚
た な

草
く さ

村
む ら

文
も ん

書
じ ょ

』には、棚草の領
りょう

主
し ゅ

である朝
あ さ

比
ひ

奈
な

孫
ま ご

十
じゅう

郎
ろ う

に対して用
よ う

水
す い

の特
と っ

権
け ん

を許した文書が残されています。

　地元では、用水の特権を与えてくれた恩義に対し、祠を建てて氏真を祀っ

たものと伝えられています。　

　この用水は、丹
た ん

野
の

川から取
し ゅ

水
す い

した「棚草用水」のことです。棚草用水が

できたことで、地元の農民は水不足に悩
な や

むこともなくなったと思われます。

　今川氏滅
め つ

亡
ぼ う

の大きな要
よ う

因
い ん

とされている氏真ですが、菊川市域においては

慈
じ

愛
あ い

に満ちた一面を見ることができます。

写真２　「今川さま」【地図：P73】
今川氏真を祀る位牌が納められています。毎年３月には、地域
の方による祭りが行われています。

写真１　雲林寺跡と棚草地区【地図：P73】
小高い丘陵の茶畑の中に、寺が存在した平地が残っています。


